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論文内容の要旨
1980年代以降，中間は近代化を目指して，経済改革に取り組んだ。その結果，農村経済は急激に成長を
遂げることができたが，-)jでは農村部における逸脱・犯罪現象も著しく増加してきているっそこで，本
稿では経済改革後の経済白山化と建国初期の工業化の過程で生み出された農村における二重の格差構造と
いう現象に着目し，新たに「中間期アノミーJというE理論モデルを作成しこのモデルによって現代中間
の農村部における逸脱・犯罪現象を説明しようと試みている。この「中国型アノミー」とは，経済改革後
の国家の物質的刺激政策によって引き起こされた同民の余銭的成功目標の肥大化という現象と社会的な構
造格差によって劣位に置かれている農民との聞に生じる緊張関係及びそこからもたらされる社会的規範の
弱体化を指しているの本稿では，近年の中国農村の逸脱・犯罪現象のもっとも大きな原因がこの「中国型
アノミー」にあると仮定し，以下，全7章の論孜のなかで，この理論枠組みの妥当性を検討している。
第一章では，まず，中国の公式犯罪統計の問題点等について検討を加え，次いで.こうした公式の犯罪
統計とこれを補う形で収集された資料とによって，経済改革後の!fJ国，特に農村部における逸脱・犯罪現
象の増加の状況とその特徴を分析している。第二章は，中国の犯罪研究における近年の主要な犯罪原因に
ついて概観しこれらの犯罪原因論が中国農村部への説明力を欠いていることを指摘し第二;章での中国
農村犯罪分析の開論仮説の提示へと論を進めている。ここでは，まず，本稿の分析モデルの原理論である
R. Kマ一トンの「アノミー論」を取り上げ，中国の農村犯罪への適用にあたっての問題点とその修正点
とを明らかにし 「中国型アノミー」という修正モデルを提示しているの次いで，いまなお中函農村に残
存し近年復活しつつある「宗族組織」とその某蟻を成す「家本件文化」と農村部における逸脱・犯罪現象
との関連について述べ，この特性をも併せて理論モデルへ組み込むことの必要件ーを主帳している。第四章
以降は.この提示された理論的仮説モデルの妥当性の検討に当てられている。第四章では，経済改革と
「金銭的成功目標」の肥大化との関連について分析し人々の稼得行動は.これまでの中国社会の秩序を
維持してきた「義と利」との関係価値のアノミー的な状況の現れであることを明らかにしているの第五章
は， 7ノミ一発生の社会構造的な基盤として中国農村部の格差構造に焦点を当てている。ここでは，まず，
経済改革後.国民の金銭的成功目標がますます昂進しているにもかかわらず，建医!初期のl業化の過梓で
生み出された都市と農村の格発と農村内部における格差がますます拡大してきていることを.さまざまな
資料に基づきつつ明らかにしこの構造的格斧が戸籍n!lf:制度によって固定化されているという問題点を
指摘している。
ついで，この農民婦の相対的欲求不満の昂進は，経済改革による国民の勤労忘欲の刺激政策の帰結である
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とともに.この格差構造の画定化が大きな社会的構造要肉として作用し，中同農村部に固台ーの「アノミー
状削 J;がもたらされていることが解明されている。第六草では，まず.中国における宗族が特徴的に備え
ていた特性について，これまでの研究を概観しながら検討しなかでも.宗族による相互支援機能と国家
機関の支配機構に組み込まれた末端の権力機構として司法権を有していたことに着目している。ついで，
経済改革後の農村部の宗族の状況について分析を進め，改革後に一掃されたはずの宗族が生涯と牛活の相
町支援の集団として復活し，農業の生産と貧困の救済に大きく寄与していることを明らかにし同時にこ
の宗族が農村における「アノミー状況」を背景として，逸脱・犯罪行為の媒体となっているという現実を
明らかにしている。第七章は，収集されたさまざまな資料と具体的な事例に基づいて現代の中国農村にお
ける「宗族を背景とした」逸脱・犯罪現象を類烈化し最後に，経済改革と中国農村部におけるアノミー
状況の生成と犯罪・逸脱現象とその憎加について吏
論文審査の結果の要旨
木論文は.rl'同における1980年代以降の経済改革後の農村部で増加している逸脱・犯罪現象をアノミー
論の視点から分析し説明しようとしたものである。論者が依拠したアノミー論は，アメリカの犯罪原因論
であるが，日本では， 1960年代から70年代に隆盛をきわめた理論である。それは，この理論が，当時の日
本の高度経済成長のような急激な社会変動の下で現われる人々の欲求の昂進とそれに伴う社会的重みをう
まく説明することができると見なされたからである。中国社会では. 19~O年代以降，市場経済の導入によ
って急激な社会変動がもたらされ.さまざまな社会的な歪みも現われてきたω これまでの社会学研究のな
かでボされてきたアノミー論の有効性から判断すれば，この理論は.中間のこうした状況下で発牛ーする逸
脱・犯罪現象に対して高い説明力を有する理論と見なすことができる。しかし論者は，中国社会に独自
のアノミーの現われ方があることに着目し r中国型アノミー」という理論枠組みを提唱し.さらに社会構
造的変数と伝統的な規範文化を付加変数として設定しこれらをさまざまな資料に基づいて検証しようと
しているところにふ論文の大きな特徴があり.独創性が認められるところである。
また，近年の中国における犯罪学研究は， r階級闘争理論」の枠組みからようやく脱却し新たな理論
形成に着手しつつあり.激i持する逸脱・犯罪現象をし、かに説明しその対策を講じていくかに強い関心を
寄せているu しかしこれらの研究には，大きな問題点があった。その一つは，これらの一連の研究が，
経済成長をニドたる要因とみなしているため， 1'回都市部の経済が発達した地域の逸脱・犯罪現象に対して
はそれなりの説明力をもってはいるものの，経済改革の恩恵の少ない経済成長の低い後進地域である農村
部における逸脱・犯罪の急増化という現象に対する説明力をもっていないことである。もう一つの問題点
は.第一の問題点と関連するが，農村部に対して説明力のある理論を開発するためには，この経済の後進
性という社会構造的袋因を組み込んだ理論が必要となるが，従来の研究には.こうした中国の社会情造の
全体を視野に入れた聞論が見られなかったことである。本論文は，こうした中国の犯罪研究の現状におけ
る問題点を克服し，社会学的な視点を導入することによって中国犯罪学研究に新たな局面を聞こうとする
意欲的な論放であり，その試みは一定の成功をおさめている。従J木4主亡の犯罪学理論でで.は家族や親族の紐帯を
逸脱抑 l汁トト'，~斐長|附刈とみなすことが
たことでで、ある。しかし本論文において，論者は，集凶犯罪に焦点をあて，家族，親放の紐帯が逆に逸脱
形成主J閃として作用する側而を明らかにしえたことは犯罪研究に新たな崎両を聞くものである。分析に用
いた資料には限界があるものの.何られた知見は組織犯罪やホワイトカラー犯罪の知見へと接合されてい
く 'IIJ 能性をイ了しており.論者の今後の研究の'-'-J~の展開が期待されるところであるυ
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以上の所見により，本論文は大阪市立大学博士 (文学〉 の学位を授与するに値するものと認められる。
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